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☆三宅島における暖地牧草の地域適応性  

訴査  

浅沼二郎、長谷川松雄  

（目的）   

内地においても覆枯れ対策として、夏季は  

南方剋牧草な経営に取り入れる例が多く見  

られるようにたったが、三宅島は温暖であ  

るため暖地牧草の有利性が内地に増Lて轟  

いと考えられる♂）で訴査を実施した。  

1、方法  

（1）供試牧草  

ローズグラス、バヒヤクラス  

ダリ．スタラス、レッドクリ【ピ／グ  

ケンクッキー31、ベレエアルライ  

（2）播種月日  

附和11年5月6日  

（3）裁培方法  

1種類3’0間～、全面パラ蒔、施肥慣行  

・、・バ・∴一丁、、   



2．調査結果  

坪刈成績 （）草丈  

3、考察  

バヒア、グリスともに他の北方型牧草と比戟  ロ「ズグラスは越冬しなかった。   

して耐寒性は劣ったが、よく越冬し、年間の   

生革紐生産澄も遥かに傑れていた。  
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